
２０２０年７月３１日 

四国新幹線整備促進期成会 
 

 

「四国の新幹線実現に向けた要望活動」について 
 

 

昨日、四国の新幹線実現に向けた要望活動を行いました。 

その概要について、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 

１ 要 望 先 

・自由民主党  岸田 政務調査会長 

・財 務 省  太田 事務次官 

・国土交通省  栗田 事務次官 

 

２ 要 望 者 

 ・四国新幹線整備促進期成会会長  千葉  昭（四国経済連合会相談役） 

 ・四国新幹線整備促進期成会副会長 浜田 恵造（香川県知事） 

・四国選出の国会議員の皆さま  ほか 

 

３ 要望内容 

・別添「令和３年度(2021年度)政府予算等に関する要望【四国の新幹線 

に係る法定調査実施など】」のとおり 

 

 

以 上 

  



 
別 添 

 

 

 

令和３年度(2021年度)政府予算等に関する 

 要 望 

 

 
【四国の新幹線に係る法定調査実施など】 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

令和 2年(2020年)7月 
 

四国新幹線整備促進期成会 
 

 

 

  



 

 

全国各地で新幹線の整備が進む中、四国は唯一新幹線の具体的計画のない地

域として取り残され、その利便性を十分に享受することができず、地方創生に取

り組む他地域との競争に大きく後れを取っています。また、ＪＲ四国は、急速な

人口減少や高速道路に対する競争力の欠如等からその経営環境はますます厳し

さを増しつつあり、新幹線なくしてその将来の姿を描けなくなっています。 

このため、昨年１０月１８日に開催された「四国における鉄道ネットワークの

あり方に関する懇談会Ⅱ」の中間整理においても、四国が目指すべき公共交通ネ

ットワークの将来像の骨格として、新幹線が位置付けられました。 

四国の新幹線は、四国の将来を見据えた地域づくりに必要不可欠なインフラ

であることはもとより、西日本における広域交流圏の形成や大規模災害への対

応力向上、リダンダンシーの確保、加えて新たな感染症リスクを低減させる地方

分散型の国土形成など国土全体の一段の有効活用にも大きく寄与するものと考

えます。 

平成２９年度から国において行われている「幹線鉄道ネットワーク等のあり

方に関する調査」では、瀬戸大橋の活用、単線新幹線や交流人口を加味したＢ／

Ｃの新たな算出方法などの具体的な検討が行われており、この調査をさらに進

めることにより、四国の新幹線の整備計画への格上げに向けた法定調査に繋げ、

四国の新幹線の早期実現への道を開いていただくよう強く要望します。 

四国新幹線整備促進期成会では、早ければリニア中央新幹線の大阪延伸が実

現し、スーパーメガリージョンが誕生する２０３７年を一つのターゲットとし

て四国の新幹線の開業を目指すとの中長期目標を掲げており、この目標に向け、

国には以下を要望いたします。 

○要望事項 

１．四国の新幹線を四国の公共交通の骨格と位置づけ、一日も早い実現をはかる

ため、国は令和３年度(2021 年度)予算編成において、整備計画格上げに向け

た法定調査を実施するための措置を講じていただきたい。 

２．四国の新幹線が実現し、これによってＪＲ四国の自立的な経営が確立される

までの間、ＪＲ四国に対する国としての支援を継続して実施していただきた

い。 

３. 新幹線ネットワークの早期整備による「地方創生回廊」の実現、新たな感染

症リスクを低減させる地方分散型の国土形成の実現に向け、 

・新幹線整備予算の拡充や新たな財源の活用など、新幹線整備の仕組みを抜本

的に改革していただきたい。 

・「地方創生回廊中央駅」としての新大阪駅の結節機能強化や容量制約の解消

を図るために実施する調査等については、四国の新幹線の整備を考慮したも

のとしていだきたい。 

以  上 


